
令和2年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

コメント

○プラン４　体力の向上と健康の増進の成果指標を「持久走の記録が向上した児童の割合」から「体力テスト個人総合評価がC以上の評価の児童の割合」に変更した。

４：
８５％
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増
進

４：
８５％
以上

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

１：
５０％
以下

･体力テスト個人総合評価がC以上の児童の割合は、７６％であり、昨年度に比べ
て、５％下がった。

・体育の授業や、中休み・昼休みに行う持久走練習、業前活動での体育朝会等、
計画的に児童の体力向上に努めた。

・選抜児童による「大田区小学生駅伝大会」に向けての早朝練習には、選抜児童
だけではなく、５・６年児童のほとんどが参加し、自主的に体力を高めていた。
　
･持久力を図る体力テスト２０ｍシャトルランでは、どの学年も前年の自分の記録を
上回り、平均で８回上昇した。

・毎学期はじめに全学年で実施している「元気いっぱい○年生」の取組を通して、
児童だけでなく、保護者にも「早寝、早起き、朝ごはん」の習慣を意識付け、基本的
な生活習慣が身に付くように取り組んだ。

・今後も、引き続き、児童の体力向上が図れるように持久走練習や大繩跳び等、組
織的な取組を継続する。

　保護者による公開授
業アンケートにおいて肯
定的な評価の割合（(４
段階上位２位までの割

合）

アンケート回答数：３２５
人

　体力テスト個人総合評
価がC以上の評価の児
童の割合（５段階上位３

位までの割合）

昨年度３５２人
今年度３９０人

※成果指標について
は、より妥当な評価が

可能な上記使用に変更
した。

　「学習することが楽し
い」とアンケートで回答
した児童の割合(４段階
上位２位までの割合）

アンケート回答数：387
人

３：
７０％
以上

２：
６０％
以上

４：
９５％
以上

４：
９５％
以上

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

　保護者アンケートによ
る満足度について肯定
的な評価の割合（４段階
上位２位までの割合）

アンケート回答数：３２５
人

目標に対する成果指標

２：
８０％
以上

４：
８０％
以上
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学校関係者記入欄

令和元年度　大田区立清水窪小学校　自己評価　報告書(案）

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、自
他の生命を尊
重する心を育
成するなど、
未来への希
望に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　・児童数：３９０、学級数：１２、教員数：１８
　・平成２３年度から「おおたサイエンススクール」指定校（大田区教育委員会　理科教育研究推進校）
　・平成２５年度から　文部科学省教育課程特例校　サイエンスコミュニケーション科を設定

　「学級・学校生活が楽
しい」とアンケートで回
答した子供の割合（(４
段階上位２位までの割

合）

アンケート回答数：387
人

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評価
に必要な学校の情報を適切に提供し、適正
な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て

と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を目
指します。ま
た、相互の連
携を深め、子
どもを育てる
仕組みを作り
ます。
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プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

研究室訪問、国際理解のための交流等、東
京工業大学・地域と連携した教育活動を実
施する。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人
数を記載する。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

・保護者のアンケートによる満足度は、「子供たち一人一人の活動が充実してい
る。」という項目を指標とした。この項目の肯定的な回答は、９５％であり、昨年度よ
り、９％上昇している。これも、保護者の清水窪小学校への期待が非常に大きいこ
とを意味していると捉えている。

・今年度は「おおたサイエンスククール」９年目となり、「サイエンスコミュニケーショ
ン科」の学習も７年目となる。昨年度にその研究成果を発表した。今年度は、第２ス
テージと位置付け、より一層の質的向上を図っている。
　今後も、子供の確かな学力を向上させる授業改善を日常的に続けていくだけで
はなく、それを保護者に理解していただけるよう、情報発信にも努めていく。

　学校外の人材活用など家庭・地域を含めたチーム学校の意識をもって取り組ん
でいく。

・先生方の指導力が充実し、新しい教育環境が構築され
ていると感じます。さらなる指導力向上を期待したいと思
います。
・今年も、学校支援地域本部による様々な活動、素晴らし
受かったと思います。
・「チーム学校」として、今後も連携していけたらと思いま
す。
・教員自らが、「なぜ」に対して明確な答えをもち、子供教
育に向かえる軸をもって欲しい。
・学校がもっとＰＴＡ、保護者が持っている能力、スキルを
生かせるような風通しを創ってもらいたいと思います。
・東工大の研究室訪問や国際交流は、地域の特性を生
かした取組となっており、学校と地域とが連携している活
動を、今後も大切にしていってほしいです。
・毎朝、登校時に登校指導されている町会の方、ありが
たいですよね。清水窪小学校は、わりに地域と密着して
いる学校だと思います。それは、教職員の方々の御尽力
によるものかと存じます。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践す
る。

３：
７０％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

学校行事・授業における児童の学びの様子
の理解を図り、家庭・地域と連携して児童を
育てるため、平日及び土曜日の授業を公開
する。
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２：
６０％
以上

１：
６０％
以下

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

学習のつまずきを把握し、繰り返しの学習
を通して、基礎学力の定着を図るため、東
京ベーシックドリル診断シート（Ａ、Ｂ、Ｃ）
を、毎学期実施する。

１：
７０％
以下

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一人
ひとりの学習のつまずきや学習方法につい
て、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校の
きまりなどを守ろうとする意識を高める。

目標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

スポーツに親
しむ心の育成
や、運動習慣
の定着による
体力の向上
など、生涯に
わたって健康
増進を図る意
識の向上をめ
ざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

「たてわり班」活動を活用した取り組みを計
画的に行い、異学年交流の充実を図る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を送
るために、教
員の指導力
向上と良質な
教育環境をつ
くります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

サイエンススクールとしての環境整備を行う
とともに、理科・サイエンスコミュニケーショ
ン科の授業力向上を図るための研究授業
を行う。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語の
補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

健康で活力ある生活を創り出す力を育てる
ため、「元気いっぱい○年生」の取り組みを
毎学期実施する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

・児童自身の学ぶ意欲が高まっていることは大変に高く
評価できます。より一層の努力を期待します。
・学校公開等参観すると、先生方の教え方の工夫や努力
を感じます。
・学習に対して、苦手意識がでないよう、今後も補習等取
り組んでほしい。
・ＳＣ科のテーマにあるように、「なぜ？」からもっと考える
力を養って欲しいと思いました。
・学ぶことが面白い、楽しいと感じられるように、興味があ
ることを見付けて、増やして欲しいです。
・タブレットを使った学習や、電子黒板など、新しい環境も
整ってきているので、より一層一人一人が充実した学習
ができるよう、意欲的に取り組めるようにして欲しいと思
います。
・カントが言っているように、何々するからする、という仮
言命法ではなく、面白い、やってみたいという自主的な働
きかけ、つまり定言命法的な学びの場が学力の向上に
もっとも有効なのだと思います。児童の興味をひく学びの
場、期待します。

・「学習が楽しい」と、回答した児童は、９３％であり、昨年度より２％増加した。例年どおり、
多くの児童が前向きに学習を楽しみながら取り組めていると捉えられる。

・一方、７％の児童は、肯定的に捉えられていなく、目標とする９５％を下回っている。全ての
児童が、「分かった。」「できた。」という学びの楽しさを味わえるように、どの教科においても、
授業の改善に取り組む必要がある。そのため、全教科等において、主体的・対話的で深い学
びの視点から授業改善推進プランを作成し、取り組んでいく。

・　「先生は、分かりやすく教えてくれる」と、回答した児童は、９８％であり、昨年度の９５％よ
り３％増加した。
　一つの要因としては、タブレットが増設され、活用する機会が増えた。教師は、日頃より積
極的に活用し、分かりやすい授業づくりに取り組んでいる。このことにより、児童にとっても視
覚的に分かりやすい授業が行われていることが増加の要因と考えられる。

・今後も、児童との信頼関係を築きながら、個々の学習状況を把握し、児童の学びが保障で
きるよう、学校として、適切な指導を継続してできるよう引き続き努力する。

１：
６０％
以下

・校長先生はじめ、大らかな担任の先生が多いのに感銘
した。
・とっさに児童に掛けた言葉にすごく心を打たれた。児童
同士の連携も素晴らしく感じた。
・「たてわり班活動」は、管理等先生方は大変だと思うが、
ぜひ継続して欲しい。
・一人一人が自分自身の目的・目標を明確にする取組を
創って欲しい。
・目的、目標から逆算して、だから今何が必要なのかを見
つける力を付けて欲しい。
・自分との約束を守り、自己責任、自分が源で考えられる
子供たちに育ってもらいたいです。
・認識ではなく感心、崇高なものへの感染（ミメーシス）が
豊かな心の源泉です。道徳が授業に組み込まれました
が、本来は家庭でのしつけだと思いますが、授業でも教
科書を教えるのではなく、教科書で教えるということ、そ
のためにも、リチャードローティなどの書物の研究もお願
いしたいところです。

・先生方の努力により、豊かな心をもつ教育が実践され
ていると感じられます。今後とも素晴らしい教育を期待し
ます。
・児童の体力向上のため、様々な取組をされていると思
います。
・走ることが得意な子供たちの得意分野をもっと伸ばせる
取組も今後増やしても良いと思います。
・毎学期実施する「元気いっぱい○年生」の取組は、自分
の生活を見直すきっかけとなっていると思います。
・持久走大会に向けて、練習を重ねることで、体力向上や
スポーツに親しむことができていると思います。

・保護者の要求レベルが年々上がっていると痛感する
が、先生方は、とても工夫されていて、授業をされてい
る。
・家にも持ち帰り、親と一緒に研究し、答えを導き出すよう
なＳＣ科の取組があっても面白いと思いました。
・オンライン授業など、インターネットプログラミング要素
を取り入れて欲しいと思います。
・先生の話し方ひとつで、児童が惹きつけられるか、否か
が決まってしまいます。特に、今は、経済理念が教室に
持ち込まれるようになりましたから、つまり、等価交換の
理念が混入すると、児童の中でも「この授業意味ないよ
ね。」ということを考える子が出てきたそうです。学校の授
業は、ここにいるから何かを与えてくれという発想ではな
く、子供の将来にわたって身になるものとう内容のはずで
すから、そのへんのところは、こちら側にも責任がありま
す。

・「友達と遊んだり、勉強したりするのが楽しい」と、回答した。児童は、９５％であ
り、昨年度より３％減少した。
　児童は、友達との関わりの中で、社会性や相手を思いやる態度を学び、成長して
いくものと考えられる。

・しかしながら、日々の生活において、友達関係のトラブルは避けられない。些細な
ことも見逃さず、早期対応に努めていく必要がある。引き続き、学校全体として児童
の様子を把握する時間を設定し、生活指導夕会等で教員間の共通理解を図ってい
く。また、課題については、解決に向けて、いじめ防止対策委員会や問題行動対策
委員会等を通して組織的に対応し、児童や保護者の立場に寄り添いながら対応し
ていく。

・　「他学年との交流ができている」と、回答した児童は、昨年度と同じく９０％であ
り、昨年度より１％増加した。本校の特色でもある縦割り班活動においては、全て
の学年が２学級になった今年度も、班編成の仕方を工夫しながら例年どおり実施し
ている。低学年の児童が活動を楽しみにしていたり、高学年の児童に親しみを感じ
たりしているよさがある。また、高学年の児童は、下学年の児童と関わることによ
り、自分の役割に責任をもって行動する姿が見られる。今後も、より充実した活動
になるよう、異学年集団の交流を充実させていく。
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・保護者のアンケートで、「子供たちにとって分かりやすい授業をしている。」という
項目での肯定的な評価は、９１％であり、昨年度より２％向上している。

・９０％以上の肯定的な評価を、本校に対する大きな期待と受け止め、授業改善推
進プランを基に、全教員で更なる改善を図っていく。

・保護者アンケートの自由記述では、
「ＳＣ科の授業内容がとても楽しいようで、家でも授業で学んだ事を話してくれま
す。」、「出張授業や東工大の研修室訪問など、貴重な機会を与えていただき、企
画、実行して頂く先生方には大変感謝している。」、「地域との関わりがとても多く、
皆さんに育てられている学校・子供たちだと感じる。」等、肯定的なコメントを多くい
ただいた。

３：
８０％
以上

２：
７０％
以上

１：
７０％
以下

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社会
の変化にしな
やかに対応
する子どもの
力と自信を身
に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外国
の方々とのコミュニケーション能力の育成
等を図っている。

　児童アンケート「学校
での学習を通して、自分

の力が高まり成長し
た。」の肯定的な評価の
割合(４段階上位２位ま

での割合）

アンケート回答数：387
人

４：
９０％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

・児童自身が「成長した」と感じていることは、素晴らしい
と思います。先生方の努力によって、SC科設置の精神が
定着してきたと感じられます。
・ＩＣＴを児童が駆使している授業は素晴らしかったです。
・児童一人一人が積極的に様々な行事で活躍していて、
自己肯定感を高めていると思う。
・挨拶一つ、きちんとできる子供たちであって欲しい。
・運動会と学芸会において、他の子を応援する姿勢が見
られ、とても喜ばしく感じました。
・人に伝えられる能力を磨いていって欲しいと思いまし
た。
・文明が進むにつれ、本能的な領野が希釈し、自然と親
しむことが少なくなってきた子供たち。例えば、虫が嫌い
だとか、未規定なものに誘惑されない、つまり好奇心が
作動しないとか、そういったところは、学校教育の場にお
いて、改善、誘導していただくことが期待されるのだと思
います。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

３：
８５％
以上

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

１：
８０％
未満

理科・サイエンスコミュニケーション科を重
点として、対話を通して、主体的に問題解決
する力を育む授業を行い、科学教育を推進
する。

4

・「学校での学習を通して、自分の力が高まり成長した」の項目に、肯定的な評価を
した児童は、９６％であった。多くの児童が学習を通して、自分自身が成長したと捉
えていることがうかがえる。
　
・一方、４％の児童は、肯定的に捉えられていない。今後は、全ての児童が、「成長
した。」という感じることができるように、取り組んでいく。そのために、例えば、サイ
エンスコミュニケーション科の授業での発表の機会を設け、発表方法を指導し、成
功体験を積み重ねていけるようにする。

・児童の成長を肯定的にとらえている背景として、運動会や学芸会等での粘り強く
やり遂げた達成感が挙げられる。こうした節目となる大きな行事を中心に、日常的
な学習で粘り強く問題解決して達成感を味わえるような授業改善に取り組んでい
く。


